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会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

国民健康保険 59億2,278万円 58億5,384万円

老 人 保 健 47億1,796万円 46億8,543万円

下水道事業 26億3,194万円 25億7,522万円

介 護 保 険 24億7,688万円 24億0,223万円

公設地方卸売市場 3億7,368万円 3億6,438万円

合　計 161億2,324万円 158億8,110万円

税　目 決算額

固 定 資 産 税 157億4,054万円

市 民 税 73億0,331万円

市 た ば こ 税 9億9,306万円

特別土地保有税 2億3,132万円

都 市 計 画 税 1億8,968万円

そ の 他 9,671万円

合　計 245億5,462万円

区　　分 平成15年度末現在

土　　地 310万3,428㎡

建　　物 29万7,627㎡

車　　両 232台

基　　金 152億8,030万円

市有財産の状況　　

市税の内訳

特別会計決算

成田市の家計簿ともいえる平成15年度の各会計の決算がまとまりました。「住みよいま
ちづくり」を推進するため、さまざまな事業が行われました。各会計の決算の概要は次のと
おりです。

一般会計の実質収支額は
14億7,254万円
平成15年度の一般会計歳入歳出決算は、歳入が
436億1,195万円、歳出では416億3,430万円（市民
一人当たり425,970円）で、差し引きは19億7,765
万円でした。この中には、平成16年度に繰り越す
べき財源として5億0,511万円が含まれていますの
で、平成15年度の実質収支額は14億7,254万円で
した。

一般会計決算

平成15年度決算のあらまし
市民一人当たり43万円を支出

歳入　436億1,195万円 

 歳出　416億3,430万円 

市税　56.3%  
245億5,462万円 

市債　8.8％ 
38億2,350万円 

国庫支出金　7.7％ 
33億4,036万円 

諸収入　5.4％ 
23億6,629万円 

繰越金　5.2％ 
22億4,841万円 

地方消費税交付金　3.2％ 
14億1,046万円 

県支出金　2.4％ 
10億6,126万円 

分担金及び負担金　2.2％ 
9億6,623万円 

繰入金　1.5％ 
6億3,566万円 

その他　7.3％ 
32億0,516万円 

土木費　20.1％ 
83億6,110万円 

民生費　18.1％ 
75億1,698万円 
 
総務費　16.9％ 
70億3,235万円 

衛生費　10.7％ 
44億4,887万円 

教育費　13.9％ 
57億9,716万円 

公債費　7.5％ 
31億4,256万円 

消防費　5.5％ 
22億7,570万円 

農林水産業費　2.8％ 
11億5,953万円 

商工費　3.5％ 
14億7,367万円 

その他　1.0％ 
4億2,638万円 
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区　　　分 平成15年度末現在高

土　木　債 131億7,154万円

教　育　債 48億7,440万円

衛　生　債 37億2,672万円

総　務　債 34億5,344万円

民　生　債 20億0,556万円

消　防　債 7億9,848万円

商　工　債 2,690万円

そ　の　他 50億8,250万円

計 331億3,954万円

下水道事業債 105億1,115万円

市場事業債 2億2,060万円

計 107億3,175万円

企　業　債 93億5,946万円

区　　分 収　　入 支　　出

収益的収支 18億9,215万円 16億2,256万円

資本的収支 3億9,931万円 9億3,216万円

市債の状況

一
　
般
　
会
　
計

特
別
会
計

水
道
事

業
会
計

水道事業会計決算

このような事業に使われました

収益的収支は、水道料金を主な収入として事業を行い、平成15年
度は2億6,608万円の純利益を得ました（純利益は、消費税を除いた
額で計算しますので上表の決算額の差し引きとは一致しません）。
また、資本的収支は、配水管の敷設や改良事業での収支を示すも
ので、一般会計における長期借入金に当たる企業債を主な収入とし
て事業を行い、差し引き5億3,285万円の不足額は、内部留保資金な
どを充てました。
今後も老朽管の敷設替えなど多額の資金需要が見込まれますが、
効率的な財政運営に努めるとともに、安全な水を安定してお届けし
ます。

※平成15年度決算についてくわしくは財政課（1
20-1512）へ。

※水道事業会計決算についてくわしくは市水道部業務課（122-0269）
へ。

市民一人当たりの
決算額

425,970円の内訳と
主な事業

民生費　76,908円

土木費　85,544円

総務費　71,950円

衛生費　45,517円

教育費　59,312円

消防費　23,283円

公債費
32,152円

農林水産業費　11,864円

商工費　15,078円

その他　4,362円

郷部線整備事業

保健福祉館整備事業

急傾斜地崩壊対策事業
スポーツ広場等施設管理事業

ごみ収集事業

水田農業経営
確立対策事業

上町装飾街路灯整備事業

消
防
車
両
整
備
事
業
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決
算
に
見
る
市
の
財
政
状
況

健
全
な
財
政
運
営
を
維
持

市
の
財
政
状
況
を
表
す
主
な
指
標
に

経
常
収
支
比
率
、
公
債
費
負
担
比
率
、

財
政
力
指
数
が
あ
り
ま
す
。

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
で

あ
る
経
常
収
支
比
率
は
、
80
％
を
下
回

っ
て
い
て
良
好
と
い
え
ま
す
。
公
債
費

負
担
比
率
も
、
前
年
度
と
比
較
し
て
下

全
国
平
均
を
上
回
る

財
政
状
況

・平成15年度の全国・県内平均については、現在集計中のため空欄となっています。
・全国平均は平成13年度が602市の平均、平成14年度が596市の平均で、総務省発行の「地方財政白書」から抜粋。
・県内平均は市平均で、千葉県発行の「市町村財政の状況」から抜粋。

決
算
審
査
意
見
書
要
約

平
成
十
五
年
度
成
田
市
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
の
決
算
と
基
金

運
用
状
況
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
そ
の

他
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
審
査
し
た

結
果
、
決
算
書
な
ど
の
係
数
に
誤
り
が
な

く
、
予
算
な
ら
び
に
運
用
は
そ
の
目
的
に

沿
っ
て
お
お
む
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
・
特
別
会
計
、
基
金

市
政
の
重
点
目
標
に
か
か
る
予
算
の
執

行
状
況
は
、
保
健
福
祉
館
事
業
で
は
、
急

病
診
療
所
の
完
成
に
よ
り
保
健
・
医
療
・

福
祉
活
動
の
総
合
的
拠
点
施
設
整
備
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

教
育
面
で
は
、
国
際
教
育
推
進
特
区
認

定
後
、
外
国
人
英
語
講
師
の
活
用
に
よ
り

小
・
中
学
校
英
語
教
育
に
お
け
る
実
践
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

災
害
対
策
面
で
は
、
航
空
機
災
害
対
策

と
し
て
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購

入
、
学
校
、
郷
部
大
橋
の
耐
震
補
強
工
事

等
計
画
的
に
整
備
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
施
策
は
、
当
初
の
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
予
算
の
期
待
す
る
効
果
を
ほ

ぼ
達
成
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
く
中
に
あ

っ
て
大
幅
な
税
等
の
増
収
は
期
待
で
き
な

い
一
方
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
少
子
高
齢

化
対
策
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
、
教
育
改

革
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
今
後
も
多
額
の

財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
税
を
は
じ
め
と
す
る

自
主
財
源
の
確
保
、
指
定
管
理
者
制
度
や

民
間
活
用
な
ど
行
財
政
の
合
理
化
等
を
積

極
的
に
推
進
し
、
時
代
の
変
化
に
的
確
に

対
応
し
な
が
ら
、効
率
的
な
運
営
に
努
め
、

市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
の
発
展
に
一
層

努
力
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

基
金
に
つ
い
て
は
、
特
定
目
的
基
金
14

基
金
、
定
額
運
用
基
金
６
基
金
を
運
用
し

て
い
る
。
基
金
運
用
状
況
調
書
の
係
数
、

金
額
は
正
確
で
あ
り
お
お
む
ね
適
正
に
運

用
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

低
金
利
、
ペ
イ
オ
フ
の
実
施
等
、
厳
し

い
状
況
下
に
あ
る
が
、
基
金
の
目
的
に
応

じ
確
実
か
つ
効
率
的
運
用
を
要
望
し
ま

す
。

○
水
道
事
業
会
計

建
設
改
良
事
業
で
は
、
計
画
的
に
配
水

管
敷
設
工
事
、
老
朽
管
敷
設
替
工
事
な
ど

が
実
施
さ
れ
、
生
活
用
水
の
安
定
供
給
に

対
す
る
施
設
整
備
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し

た
。業

務
実
績
で
は
、
給
水
人
口
は
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
給
水
区
域
内
普
及
率
、
有

収
水
量
は
減
少
し
、
有
収
率
は
低
下
し
て

い
ま
す
。

経
営
成
績
で
は
、
約
２
億
６
、６
０
８

万
円
余
り
の
純
利
益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
老
朽
管
の
敷
設
替
え
等
の
計

画
的
施
設
整
備
、
消
費
需
要
の
動
向
に
注

視
し
た
効
率
的
投
資
が
推
進
さ
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
る
財
政
負

担
見
通
し
を
踏
ま
え
、
公
営
企
業
の
経
済

性
を
発
揮
し
、
安
全
で
良
質
な
生
活
用
水

の
安
定
供
給
に
引
き
続
き
努
力
を
望
む
も

の
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
監
査
委
員
事
務
局（
1

20
‐
１
５
７
２
）へ
。

成
田
市
監
査
委
員

回
っ
て
い
ま
す
。

財
政
力
の
強
弱
を
示
す
目
安
と
な
る

財
政
力
指
数
は
、
前
年
度
を
上
回
っ
て

お
り
、
全
国
平
均
と
比
べ
て
も
依
然
と

し
て
高
い
水
準
で
す
。

●
経
常
収
支
比
率

収
入
に
対
し
て
人
件
費
や
扶
助
費
な

ど
毎
年
必
ず
出
て
い
く
お
金
が
ど
の
く

ら
い
の
割
合
に
な
っ
て
い
る
か
を
示
す

値
で
す
。
通
常
、
80
％
を
超
え
る
場
合

に
は
、
財
政
が
弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
公
債
費
負
担
比
率

一
般
財
源
総
額
の
内
、
公
債
費

に
使
わ
れ
た
一
般
財
源
の
割
合
で

す
。
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
借
入

金
返
済
の
た
め
の
経
費
が
多
い
こ

と
を
表
し
て
い
ま
す
。

●
財
政
力
指
数

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
示

す
指
標
で
、
こ
の
数
値
が
大
き
い

ほ
ど
財
政
力
が
強
い
と
見
る
こ
と

が
で
き
、「
１
」
以
上
の
団
体
は
、

き
わ
め
て
財
政
力
の
強
い
団
体
と

考
え
ら
れ
、
普
通
交
付
税
の
不
交

付
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全施設がオープンした保健福祉館

経常収支比率 公債費負担比率 財政力指数

本市 増減 全国平均 県内平均 本市 増減 全国平均 県内平均 本市 増減 全国平均 県内平均

15 74.3 0.3 ― ― 9.5 △0.3 ― ― 1.590 0.063 ― ―

14 74.0 3.0 87.7 87.7 9.8 △0.2 15.2 13.1 1.527 0.058 0.65 0.920

13 71.0 △1.9 85.0 85.5 10.0 0.3 14.9 13.0 1.469 △0.001 0.64 0.838

区分

年度

藤

毅

渡

昭
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［負債］
１．固定負債 57,843
地方債 49,336
退職給与引当金 8,268
その他引当金等 239

２．流動負債 3,776
翌年度に支払う市債など

負債合計 61,619

［正味資産］
国からの補助金 22,221
県からの補助金 2,675
市税などの一般財源 145,592

正味資産合計 170,488

負債と正味資産の合計 232,107

成田市全体のバランスシート
［資産］
１．固定資産 198,348
総務費（市庁舎、防災施設など） 10,531
民生費（保健福祉館、保育園など） 5,517
衛生費（ごみ処理施設、急病診療所など） 12,102
労働費（勤労会館など） 101
農林水産業費（農道、排水路など） 4,618
商工費（東和田駐車場、公衆トイレなど） 1,050
土木費（道路橋りょう、公園、河川など） 65,614
消防費（消防署、消防車など） 2,540
教育費（学校、図書館、公民館など） 52,757
卸売市場（水産棟、青果棟など） 2,046
下水道（下水管、ポンプ施設など） 25,467
水道（配水管、配水場など） 15,981
その他 24
２．投資など（出資金、貸付金など） 19,826
３．流動資産（現金、預金など） 13,927
４．繰延資産 6
資産の合計 232,107

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
示
す

市
の
資
産
と
負
債

本
市
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
一
般
会
計
、
す
べ

て
の
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
を
含
め
て
作

成
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
の
全
体
像
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

資
産
は
、
市
が
保
有
す
る
財
産
の
内
容
を
表
し
て

い
ま
す
。
道
路
、
公
園
、
小
・
中
学
校
な
ど
の
公
共

施
設
や
基
金
な
ど
で
、
将
来
に
わ
た
り
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
の
資
源
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

負
債
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
支
払
い
や
返
済
の
必

要
が
あ
る
も
の
で
す
。
市
民
が
長
期
に
わ
た
っ
て
使

用
す
る
施
設
を
整
備
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
、
市

債（
国
な
ど
か
ら
の
借
入
金
）な
ど
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
施
設
を
使
用
す
る
将
来
の
市
民
に

も
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

正
味
資
産
は
、
資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
も

の
で
、
将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い
資
金
で
す
。
市
税

や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
賄
っ
た
も
の
で

す
。バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
見
る
と
、
資
産
に
対
し
て
正

味
資
産
の
割
合
が
高
く（
73
・
５
％
）、
本
市
が
健
全

な
財
政
運
営
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

※
こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
国
の
基
準
に
よ
り
作

成
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら

分
か
る
こ
と

（平成16年3月31日現在、単位：百万円）

市民一人当たりのバランスシート
［資産］

［負債］
土地や建物など
203万円 借入金など

63万円

［正味資産］
正味資産　174万円

出資金や貸付金など　20万円

現金など　
14万円

資産　237万円 負債と正味資産　237万円


